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｢そろばん｣は学ぶ丈の価値が有ります。日本人は以前より広く｢そろばん｣
が学ばれた、おかげで数字に強い国民に成りました。電卓やコンピュータ
ーが普及した現在、逆に学校関係者やマスコミが｢そろばん｣の存在を再
評価し、優れた学習器具として授業にも取り入れられて居ます。上達すれ
ばする程一生の宝物として身に付き、様々なシーンで必ず役立つ｢そろば
ん｣を是非、幼少より｢脳の栄養｣として学んで下さい。※数字の１から50
まで読んで書ければ｢何才｣でも入塾受付致します。

生徒募集

北本市中央2 - 7 8
お問い合せ
〔電〕048-594-0980

そろばん
フラッシュあんざん

北本駅西ロ徒歩１分

石川珠算学院

算数の基礎は正確な計算力を低学年時に身に付ける事が大切で
す。生涯役立つ暗算力もパソコン（フラッシュあんざん）とソロ
バン併用で上達の時間がより効果的に成って居ります。現在、
小学３年生で暗算検定の有段者も育っています。練習次第で誰
も上達します。
いつでもお電話後、来塾して下さい。

新入学後始まる「さんすう」は「足し算」「引き算」から始まります。
この時、スーッと入っていける子供と迷いが生じる子供に分れ
ます。多少でも「そろばん」が出来る子供は数秒で答えが出せ、
良いスタートが切れてその後に続く「数学」につながって行きま
す。又、そろばん丈でなく、パソコンを使った「フラッシュ暗算」
は生徒達に大人気で、全員上達していきます。
※数字の１カラ50マデ読めて書ければ「何才」でも受付致します。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
休
館
の

お
知
ら
せ

　

文
化
セ
ン
タ
ー（
中
央
公
民
館
）

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
の
内
装（
い

す
等
）リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
伴

い
、
工
事
期
間
中
は
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
が
休
館
と
な
り
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪
工
事
日　

２
月
６
日（
月
）か
ら

３
月
16
日（
金
）ま
で

▪
問
合
せ　

中
央
公
民
館（
☎

591 

-
７
３
２
１
）

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

一
時
停
止
の
お
知
ら
せ

　

新
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
伴
う
シ
ス

テ
ム
改
修
・
試
験
作
業
の
た
め
、

次
の
と
お
り
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
が
停
止
し
ま
す
。

　

ご
利
用
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
１
回
目　

２
月
10
日（
金
）　

午

後
１
時
か
ら
６
時
ま
で

○
２
回
目　

２
月
16
日（
木
）　

午

前
９
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

○
３
回
目　

２
月
28
日（
火
）　

午

前
９
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

○
４
回
目　

３
月
14
日（
水
）　

午

前
９
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

▪
問
合
せ　

市
民
課
窓
口
担
当

（
直
通
59４ 

-
５
５
２
８
）

加
入
し
て
安
心

交
通
災
害
共
済
に

家
族
で
お
申
し
込
み
を

　

２
月
１
日（
水
）か
ら
平
成
24
年

度
の
交
通
災
害
共
済
の
加
入
受
付

を
始
め
ま
す
。

　

加
入
の
申
し
込
み
は
、
各
地
区

の
自
治
会
長（
一
部
の
地
区
を
除

く
）、
く
ら
し
安
全
課
の
窓
口
の

ほ
か
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局

で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▪
加
入
で
き
る
人

・
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
住
民
登

録
ま
た
は
外
国
人
登
録
の
あ
る
人

・
前
記
住
民
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

人
で
、
修
学
の
た
め
市
外
に
転
出

し
て
い
る
人

▪
共
済
期
間　

４
月
１
日
か
ら
平

成
25
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

※
途
中
加
入
も
で
き
ま
す
が
、
会

費
は
同
額
と
な
り
ま
す
。

▪
共
済
会
費（
年
額
）

・
大
人
…
900
円

・
中
学
生
以
下（
平
成
24
年
４
月

１
日
現
在
）…
500
円

▪
共
済
見
舞
金　

下
表
の
と
お
り

で
す
。

▪
問
合
せ　

く
ら
し
安
全
課
交

通
・
防
犯
担
当（
直
通
59４ 
-
５
５

２
２
）

市
税
等
の
夜
間
納
税
・
相
談

窓
口
を
開
設

　

市
で
は
、
都
合
に
よ
り
金
融
機

関
の
窓
口
で
市
税
等
を
納
付
で
き

な
い
人
の
た
め
に
、
毎
月
下
旬
に

夜
間
納
税
・
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
事
情
に
よ
り
納
付
が

困
難
な
人
も
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

納
付
書
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
再

発
行
で
き
ま
す
。

▪
と
き　

２
月
27
日（
月
）・
28
日

（
火
）の
午
後
７
時
45
分
ま
で

▪
と
こ
ろ
・
問
合
せ　

税
務
課
納

税
担
当（
直
通
59４ 

-
５
５
２
０
）

今
月
の
納
税

○
固
定
資
産
税　

第
４
期
分

○
国
民
健
康
保
険
税　

第
７
期
分

○
介
護
保
険
料　

第
７
期
分

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

第

７
期
分

　

２
月
29
日（
水
）ま
で
に
納
め
ま

し
ょ
う
。
口
座
振
替
を
利
用
し
て

い
る
人
は
、
残
高
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

上
尾
税
務
署
の
臨
時
開
庁

　

上
尾
税
務
署
で
は
、
平
成
23
年

分
の
確
定
申
告
期
に
お
け
る
臨
時

開
庁
を
、
次
の
日
程
で
実
施
し
ま

す
。

▪
臨
時
開
庁
日　

２
月
19
日

（
日
）・
26
日（
日
）

▪
対
応
業
務　

確
定
申
告
書
用
紙

の
配
付
、
申
告
相
談
、
確
定
申
告

書
の
収
受
お
よ
び
納
付
相
談

▪
問
合
せ　

上
尾
税
務
署（
☎
０

４
８
-
７
７
０
-
１
８
０
０
）

②傷害１
(交通事故証明書が
得られる場合)

※②・③とも医師等による治療実日数が３日以上となるものが対象です。

120万円①死亡
入院１日につき2,000円

③傷害２
(交通事故証明書が
得られない場合)

通院日
　　　　 １日につき1,000円
往診日

入　院
通院日　 １日につき1,000円
往診日

災害の区分 共済見舞金の額

それぞれの単価に日数を掛けた金額の合計額
※合計額が２万円に満たないときは２万円とし、
22万円を超えるときは22万円を限度とします。

単価に日数を掛けた金額
※金額が２万円に満たないときは２万円とし、
６万円を超えるときは６万円を限度とします。
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北本市役所

☎048（591）1111（代表）・FAX048（592）5997

▪
登
録
受
付
時
間　

月
か
ら
土
曜

日
の
午
前
９
時
か
ら
正
午
、
午
後

１
時
か
ら
５
時（
時
間
外
不
可
）

※
相
談
受
付
は
、
相
談
員
不
在
時

に
は
お
返
事
が
で
き
ま
せ
ん
。

○
相
談
申
込
み　

Ｆ
ａ
ｘ
０
４

８
-
８
１
４
-
３
３
５
５

▪
問
合
せ　

埼
玉
県
聴
覚
障
害
者

情
報
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８
-
８

１
４
-
３
３
５
３
）

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

中
学
校
給
食
用
物
資

納
入
参
加
申
請
受
付

　

市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

中
学
校
給
食
用
物
資
の
納
入
を
希

望
す
る
業
者
を
対
象
に
、「
平
成
24

年
度
学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者

指
定
申
請
書
」を
配
布
し
て
い
ま

す
。

　

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
２
月

22
日（
水
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▪
問
合
せ　

北
本
市
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー（
☎
5４3 

-
１
８
７
１
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

◎
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て

　

埼
玉
県
桶
川
市
の
榎
本
幸
雄
様

（
榎
本
会
計
事
務
所
）よ
り
６
万

円
、
北
本
市
在
住
の
藤
よ
し
千
様

よ
り
１
万
３
，１
７
８
円
の
寄
付

金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

就
学
援
助
費
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

　

市
で
は
、
経
済
的
事
情
に
よ
り

教
育
の
機
会
が
失
わ
れ
な
い
よ
う

に
、
学
校
教
育
に
必
要
な
学
用
品

費
等
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。
新
入
学
等
に
際
し
て
経
済
的

に
不
安
を
お
持
ち
の
人
は
、
就
学

援
助
制
度
の
活
用
を
お
す
す
め
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
学
校
ま
た

は
学
校
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▪
対
象　

新
入
学
児
童
の
い
る
家

庭
、
ま
た
は
在
学
す
る
児
童
・
生

徒
が
い
る
家
庭
で
、
所
得
が
低
く

就
学
が
困
難
な
場
合

▪
内
容　

学
用
品
費
、
通
学
用
品

費
、
修
学
旅
行
費
、
医
療
費
、
学

校
給
食
費
の
一
部
を
援
助

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

２
月
10
日

（
金
）か
ら
学
校
教
育
課
学
事
担
当

（
直
通
59４ 

-
５
５
６
３
）お
よ
び

在
学
す
る
学
校
で
受
け
付
け
ま

す
。東

日
本
大
震
災
に
伴
う

所
得
税
等
の
軽
減

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
住
宅
や

家
財
、
自
動
車
な
ど
に
損
害
を
受

け
た
人
は
、
雑
損
控
除
を
適
用
す

る
確
定
申
告
な
ど
の
手
続
き
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
税
や
住
民

税
の
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
源
泉
所
得
税

の
徴
収
猶
予
や
還
付
、
廃
車
と

な
っ
た
自
動
車
の
自
動
車
重
量
税

の
還
付
な
ど
の
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
問
合
せ　

上
尾
税
務
署（
☎
０

４
８
-
７
７
０
-
１
８
０
０
）

聴
覚
障
が
い
者
相
談
の

依
頼
が
メ
ー
ル
で
で
き
ま
す

　

埼
玉
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー
で
は
、
１
月
４
日
よ
り
聴
覚

障
が
い
者
相
談
の
依
頼
が
メ
ー
ル

で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
利
用
の
際
は
、
事
前
に
登
録

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
Ｆ
ａ

ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申

し
込
み
を
さ
れ
た
人
に
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
連
絡
し
ま
す
。

　多くの農村の救済に尽力した、金次郎像で有名
な二宮尊徳の教えに分度・推譲があります。「収入
に応じて支出に限度を設け（分度）、余裕を生み出
し、その蓄えた余裕を次世代や地域のために譲っ
ていく（推譲）」
　　1000兆円にも上る借金を抱え、返すあてもない
国はこれとは程遠い状況にあります。赤字国債を
発行してさまざまな事業費を賄ってきたことが間
違いでした。
　北本市は、国の三位一体改革の影響で₇年前財
政危機に陥りました。事業の廃止、補助金の削減、
保険料の引き上げ、職員の給与カットなどを行い、
さらに指定管理者制度の導入などにより職員数の
削減に努めました。反対や反発、批判を受けまし
たが、この行政改革の取り組みにより健全財政が
達成され、個人市民税10％減税の原資が確保でき
るようになったことは間違いありません。
　しかし、国は、過去の剰余金を原資とする減税
を事実上規制し、その年度の事業費削減によって
財源を確保しなければならない趣旨を明文化しま
した。地方分権とは程遠い国の関与といえます。
　単年度の行革だけで財源をねん出することは難
しいため、サービスカットを伴う個人市民税減税
は見送り、平成24年度以降は、国の規制を受けな
い都市計画税の税率を₂割引き下げ、減税政策を
継続することにしました。対象者は約１万₈千人。
一人当たり平均5，500円の減税です。

北本市長　石津　賢治
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へ
参
加
費
を
添
え
て
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
体
育
課
に
あ
り
ま

す
。平

和
の
つ
ど
い

原
爆
詩
・
被
爆
体
験
記
朗
読

会
と
コ
ン
サ
ー
ト

　

広
島
と
長
崎
に
投
下
さ
れ
た
原

子
爆
弾
の
被
害
に
つ
い
て
の
朗
読

を
聴
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
同
時
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▪
と
き　

２
月
５
日（
日
）　

午
後

１
時
開
場
、
１
時
30
分
開
演

▪
と
こ
ろ　

さ
い
た
ま
コ
ー
プ
北

本
店
３
階

▪
参
加
費
用　

無
料（
マ
イ
カ
ッ

プ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

▪
申
込
み　

さ
い
た
ま
コ
ー
プ

コ
ー
プ
プ
ラ
ザ
大
宮（
☎
０
４
８

-
６
６
８
-
３
０
６
５
）

▪
問
合
せ　

北
本
市
コ
ー
プ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
会（
岡
田
☎
592 

-
５

３
５
８
）

▪
共
催　

北
本
市
平
和
を
考
え
る

実
行
委
員
会

　平成23年12月15日、市内古市場にある新日本瓦斯株式会社よ
り、KAWAI アップライトピアノ１台と休憩用ベンチ１基が寄贈
され、山本社長より市長に目録が手渡されました。現在、建設を
進めている（仮称）中核保育所にピアノを、駅西口広場に休憩用ベ
ンチを設置し有効に活用させていただきます。

の
Topics

まち の
Topics

こ
こ
ろ
の
病
が
あ
る
人
の

家
族
教
室

　

精
神
疾
患
を
理
解
し
、
接
し
方

や
制
度
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん

か
。

▪
と
き
・
と
こ
ろ
・
内
容

▪
費
用　

無
料

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

２
月
17
日

（
金
）ま
で
に
電
話
等
で
、
福
祉
課

障
が
い
者
福
祉
担
当（
直
通
59４ 

-

５
５
３
５
）へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

「
鴨
ん
バ
レ
ー
」を
や
っ
て
み

ま
せ
ん
か

　

鴨
ん
バ
レ
ー
と
は
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
さ
ら
に
簡
単
に
し

た
、
初
め
て
の
人
で
も
気
軽
に
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
と
き
、
レ
シ
ー
ブ

側
が「
さ
あ
、
ボ
ー
ル
来
い
」と
の

気
持
ち
を
込
め
て「
カ
モ
ー
ン
！
」

と
発
声
す
る
こ
と
と
、
深
谷
名
産

の
ネ
ギ
か
ら
連
想
さ
れ
る
鴨
料
理

の「
か
も
」と
の
語
呂
合
わ
せ
か
ら

名
づ
け
ら
れ
た
、
深
谷
市
発
祥
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

▪
と
き　

２
月
18
日（
土
）　

午
前

９
時
30
分
か
ら
午
後
０
時
30
分

（
午
前
９
時
15
分
受
付
）

▪
と
こ
ろ　

体
育
セ
ン
タ
ー
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ

▪
対
象
・
定
員　

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
人
50
人（
家
族
、
友

達
と
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

▪
費
用　

１
人
100
円（
保
険
代
等
）

▪
講
師　

北
本
市
体
育
指
導
委
員

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

２
月
10
日

（
金
）ま
で
に
体
育
課
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
担
当（
直
通
59４ 

-
５
５
６
８
）

と　き ところ 内　容 担　当

₂月22日㈬ 文化センター第₂会議室

精神疾患の理解
（統合失調症を
中心に）

精神科医師

₂月29日㈬ 文化センター第₃会議室
家族の対応につ
いて 臨床心理士

₃月₇日㈬ 文化センター第₄会議室
福祉制度と社会
資源について

ソーシャル
ワーカー

　※時間はいずれも午後１時30分から₃時30分

▪
対
象　

精
神
疾
患
が
あ
る
人
の

家
族

新日本瓦斯株式会社より
ピアノとベンチが寄贈されました
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☎048（591）1111（代表）・FAX048（592）5997

介
護
者
の
集
い

▪
と
き　

２
月
24
日（
金
）　

午
前

10
時
か
ら
11
時
30
分

▪
と
こ
ろ　

文
化
セ
ン
タ
ー
第
１

研
修
室

▪
内
容　

懇
談
会「
介
護
に
つ
い

て
話
そ
う
！
」

▪
対
象　

現
在
介
護
を
し
て
い
る

市
内
在
住
の
家
族

▪
費
用　

無
料

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

２
月
17
日

▪
テ
ー
マ　

ご
み
と
私
た
ち
の
生

活「
子
供
た
ち
に
残
そ
う
、
す
み

続
け
ら
れ
る
環
境
を
」

▪
講
師　

熊
本
一
規
氏（
明
治
学

院
大
学
教
授
）

▪
問
合
せ　

北
本
市
ご
み
減
量
等

推
進
市
民
会
議
事
務
局（
く
ら
し

安
全
課
内
・
直
通
59４ 

-
５
５
５

３
）心

の
病
の
あ
る
人
の

家
族
の
集
い

　

聞
い
て
み
た
い
こ
と
、
聞
い
て

も
ら
い
た
い
こ
と
、
ご
家
族
の
人

同
士
で
お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▪
と
き　

２
月
28
日（
火
）　

午
前

10
時
か
ら
11
時
30
分

▪
と
こ
ろ　

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

▪
参
加
方
法　

直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▪
問
合
せ　

健
康
づ
く
り
課
保

健
予
防
担
当（
直
通
59４ 

-
５
５
４

４
）商

工
会
・
青
色
申
告
会

～
青
色
申
告
の
相
談
日
程
～

○
青
色
申
告
者
個
別
決
算
指
導

▪
と
き　

２
月
８
日（
水
）・
９
日

（
木
）　

午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時

30
分
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時

30
分

○
青
色
申
告
者
納
税
相
談

▪
と
き　

２
月
28
日（
火
）・
29
日

（
水
）　

午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時

30
分
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時

30
分

▪
と
こ
ろ　

商
工
会
館
２
階

▪
問
合
せ　

北
本
市
商
工
会（
☎

591 

-
４
４
６
１
）

普
通
救
命
講
習
会

　

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）を
用
い
た
心
肺
蘇そ

生
法
等
の

講
習
会
で
す
。

　

講
習
修
了
者
に
は
修
了
証
が
発

行
さ
れ
ま
す
。

▪
と
き　

３
月
18
日（
日
）　

午
前

９
時
30
分
か
ら
午
後
０
時
30
分
ま

で（
午
前
９
時
15
分
か
ら
受
付
）

▪
と
こ
ろ　

文
化
セ
ン
タ
ー
第
３

会
議
室

▪
対
象
・
定
員　

北
本
・
鴻
巣
・

桶
川
市
内
に
在
住
・
在
勤
の
中
学

生
以
上
の
人
30
人（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

▪
費
用　

無
料（
筆
記
用
具
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
）

▪
申
込
み　

２
月
29
日（
水
・
必

着
）ま
で
に
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、

性
別
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
受
講
歴
を
明

記
し
、
北
本
消
防
署「
普
通
救
命

講
習
」係（
〒
３
６
４
-
０
０
２

１
北
本
宿
188 

-
６
）へ
往
復
は
が

き（
受
講
希
望
者
１
人
に
つ
き
１

枚
）で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▪
問
合
せ　

北
本
消
防
署
救
急
係

（
☎
592 
-
５
０
０
５
）

（
金
）ま
で
に
高
齢
介
護
課
高
齢

者
福
祉
担
当（
直
通
59４ 

-
５
５
３

９
）へ
電
話
等
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

ご
み
減
量
研
修
会

▪
と
き　

３
月
10
日（
土
）　

午
前

10
時
か
ら
正
午

▪
と
こ
ろ　

文
化
セ
ン
タ
ー
第

１
・
２
会
議
室

▪
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

　平成23年12月26日より次の信
号機が始動しました。
▪信号機の種類
①・②…押しボタン式信号機
③・④…定周期式信号機
▪問合せ　鴻巣警察署交通課
（☎543‐0110）

市内４カ所に信号機が設置されました

国道17号

中山道

ストッカー

北本交番

クリーニング店

北本駅
東口

西口

しまむら

南小通り

ダイエー

寿司店
コンビニ

埼信西口支店

北本中 北本市役所
公園
文　　化
センター

①北本2丁目189番地先

④中央4丁目
　6番地先

③中央2丁目1番地1先

②中央1丁目112番地先

あなたの街の　畳屋さん
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食
サ
サ
イ
ズ
教
室

　

自
分
の
健
康
、
そ
し
て
家
族
の

健
康
を
意
識
し
て
、
食
サ
サ
イ
ズ

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▪
と
き
・
と
こ
ろ
・
内
容

り
ま
す
。

▪
講
師　

栄
養
士
・
保
健
師

▪
費
用　

無
料

▪
申
込
み
・
問
合
せ　

２
月
24
日

（
金
）ま
で
に
健
康
づ
く
り
課
保

健
予
防
担
当（
直
通
59４ 

-
５
５
４

４
）へ
電
話
等
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

北
本
市
任
期
付
職
員（
建
築
）

▪
職
種
と
採
用
予
定
人
員　

建
築

…
３
人

▪
受
験
資
格　

１
級
建
築
士
を
取

得
し
て
い
る
人
等（
詳
し
く
は
試

験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

▪
任
用
期
間　

平
成
24
年
４
月
１

日
か
ら
３
年

▪
試
験
日（
面
接
試
験
）　

２
月
中

旬
か
ら
下
旬

※
面
接
試
験
の
前
に
論
文
試
験
等

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
面
接
試
験

は
論
文
試
験
合
格
者
の
み
受
験
と

な
り
ま
す
。

▪
申
込
み　

持
参
…
２
月
10
日

（
金
）の
午
後
５
時
ま
で
、
郵
送
…

２
月
８
日（
水
・
消
印
有
効
）

※
試
験
案
内
、
申
込
書
類
等
は
、

総
務
課
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

▪
問
合
せ　

総
務
課
職
員
担
当

（
直
通
59４ 

-
５
５
０
８
）

｢

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー｣ 
作
品

掲
載
グ
ル
ー
プ 

　

来
年
度
の
広
報
き
た
も
と｢
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー｣

コ
ー
ナ
ー
へ
の

作
品
掲
載
を
希
望
す
る
、
俳
句
、

短
歌
、
書
道
、
写
真
、
絵
画
な
ど

の
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。

▪
掲
載
期
間　

平
成
24
年
４
月
号

か
ら
12
月
号
ま
で
の
う
ち
１
グ

ル
ー
プ
１
回
程
度

▪
申
込
み　

秘
書
広
報
課
に
あ
る

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
２
月
14
日（
火
）ま
で
に

会
員
名
簿
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▪
そ
の
他　

掲
載
す
る
月
・
箇
所

は
秘
書
広
報
課
で
調
整
し
ま
す
。

▪
問
合
せ　

秘
書
広
報
課
広
報
広

聴
担
当（
直
通
59４ 

-
５
５
０
５
）

月　日 時　間 内　　容

₃月₂日（金）午前₉時30分から正午 バランスのよい食事とは

₃月₈日（木）午前10時から午後₂時 作って実感！バランス食
（調理実習）

₃月15日（木）午前10時から正午 自分の食事を振り返ろう

※会場はいずれも母子健康センター（コミュニティセンター１階）です。

　桜の咲くなか、歴史にふれながら、石戸蒲ザクラ周辺や城ヶ谷堤
などをみんなでウォーキングしませんか。
▪とき　４月７日（土）　午前９時出発（午前８時受付・８時30分開
会・雨天決行）
▪コース　３㎞コース・９㎞コース・12㎞コース（３㎞コースはベ
ビーカー・車いすの人なども参加可）
▪参加費　300円（保険料、記念バッジ代等、お申し込み時にお持ち
ください。）
▪その他　参加者には記念バッジを、完歩者には完歩証と花苗を差
し上げます。
▪申込み　３月９日（金）までに、体育課、体育センター、文化セン
ター（中央公民館）、各地域学習センター（地区公民館・勤労福祉セ
ンター・コミュニティセンター・学習センター）にある申込書に必
要事項を記入し、各窓口へ直接お申し込みください。
▪問合せ　体育課生涯スポーツ担当（直通594‐5568）
▪主催　感動桜国きたもとウォーク大会実行委員会

第13回感動桜国きたもと
ウォーク大会

＊出産祝　快気祝　ギフト販売２割引
＊葬儀式場(会館･祭壇無料、返礼品２割引）

 　0120-33-7475
北本市山中１－115

開催

▪
対
象
・
定
員　

食
生
活
を
見
直

し
た
い
人
25
人（
先
着
順
・
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

※
３
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
が

優
先
で
す
。
ま
た
、
平
成
23
年
３

月
に
実
施
し
た「
食
サ
サ
イ
ズ
教

室
」に
参
加
し
て
い
な
い
人
に
限


